
少傾向にあると聞いています。ま

た、所沢の特産物を知らない方も

多くいらっしゃるとのことです。

そのような背景があるのでしょう

か、所沢市は、所沢の特産物を

使った“所沢グルメ王座決定戦”

を企画し、その企画に私が作成し

た里芋を使ったレシピがエント

リーされて、その会場での、ある

母親との出逢いが、商品を企画す

るきっかけとなりました。

『わが子は、小麦粉アレルギーで

す。この里芋ピザは、小麦粉が使

われていますか』『いいえ、小麦

粉は使用されていません』

その母親のほほえみが忘れられ

ず、『私は、このような子どもた

ちのために、さらに良い製品を開

発しよう』と思い、試行錯誤が始

まったのです。

当時は何をどうすればいいの

か、誰に相談すればいいかさえ、

見当がつきませんでした。

そのような時、１枚のチラシが

目に留まりました。“所沢市ビジ

ネスプランコンペ”の募集でし

た。このことを伺いに市役所を訪

ねると、担当者の方が『是非応募

してください』と丁寧に説明をし

てくださいました。ビジネスに関

して無知な私は迷いましたが、ア

ドバイザーの先生との面談がある

企画でしたので、挑戦してみるこ

とにしたのです。

“ビジネスプランコンペ”の応募

資料の作成には、アドバイザーで

ある“中小機構 BusiNest”の先

生のお力添えをたくさん頂きまし

た。平成27年２月の“所沢市ビ

ジネスプランコンペ”で優秀賞を

頂き、所沢市の特産物を使った作

品をビジネスにする第一歩を踏み

出したのです。

商品化には、資金が必要です。

また市役所を訪ね、支援機関があ

ること、創業促進補助金等がある

ことを伺い、挑戦してみることに

したのです。

ここからが苦難の連続でした。

耳にするのは、今まで聞いたこと

のないような用語ばかりです。

このとき、ご支援や融資相談・

専門家の派遣をして頂いた西武信

用金庫の関係の皆様には、感謝で

いっぱいです。

一人の小さな個人の発想や気づ

きがビジネスになるまでには、大

きな山をたくさん越えなければな

りません。一市民と市役所と中小

機構、さらに支援金融機関という

４者の存在と連携プレイが、創業

を支える大きな原動力となりまし

た。

現在もそれぞれの支援を頂きな

がら、丁寧に相談に応じて頂ける

場・人が存在することに感謝し、

山あり谷ありのビジネスを展開し

ています。所沢の地場産支援に貢

献できることが、支援を頂いてい

る機関や皆さんへの恩返しである

と思っています。

現在、所沢産里芋ピザ・所沢産

野菜のフリーズドライの商品を製

造販売しています。

そして創業を志す方に『一人で

判断しないで、支援してくださる

ところに相談してくださいね』と

いうことを伝えています」

支援の概要 合同会社 いろどり

所沢市

所沢市

中小機構BusiNest

所沢市

西武信用金庫

地元特産物イベント参加

個別相談

個別相談

ビジネスプランコンペ、個別相談

個別相談、補助金申請助言

里芋ピザ
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